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2016年12月期 決算サマリー
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2016年12月期 損益計算書サマリー
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単位：千円 2015/12期 2016/12期 昨年対比

売上高 959,315 812,833 ▲146,482

売上原価 542,346 367,103 ▲175,243

売上総利益 416,969 445,729 28,760

販売管理費 450,919 553,214 102,295

営業利益 ▲33,949 ▲107,484 ▲73,535

経常利益 ▲43,500 ▲121,029 ▲77,529

当期利益 ▲185,370 ▲279,345 ▲93,975

• マーケティング新製品(rAprog等）への開発投資が先行



バランスシートの状況
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単位：千円 2015/12期 2016/12期 増減額

流動資産 751,098 3,023,558 2,272,460

（うち現預金） 523,882 2,835,812 2,311,930

（売上債権） 152,855 125,190 ▲27,665

固定資産 222,072 128,963 ▲93,109

資 産 合 計 973,170 3,152,521 2,179,351

流動負債 115,749 145,720 29,971

固定負債 0 2,182,805 2,182,805

負債合計 115,749 2,328,525 2,212,776

純資産合計 857,420 823,995 ▲33,425

負債・純資産合計 973,170 3,152,521 2,179,351

• 転換社債の発行による現預金の増加

• 既存資産の圧縮



今後の方針
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が に投資した理由
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ALBERTに所属するデータサイエンティストが

日本において最高レベル且つ最大級であることに着目(※)

※ (株）ウィズ・パートナーズによれば、日本のAI関連企業における人材の
独自調査を行った結果、データ分析・人工知能技術人材の質と数において、
当社がベスト企業ある旨の評価を受けております。

資金調達の背景



24億円の資金使途
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Before:

受託型ビジネス中心 且つ 新規分野への製品開発投資ができない

ただし、国内最高レベルのAI人材を確保できている

after:

国内トップクラスのAI人材による自社製品開発ための戦略的投資を

重点分野を絞って行い、売上と利益率を劇的にＵＰする

24億円



重点投資分野
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単位：兆円

※出典：2015年 EY総合研究所株式会社

人工知能が経営にもたらす『創造』と『破壊』より 弊社にて加工

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

2015年 2020年 2030年

その他

医療福祉

教育

娯楽

広告

専門職種

物流

運輸業

不動産

金融・保険

小売・卸売

情報サービス

電力・ガス・通信

建設土木

製造業

農業

人工知能市場は87兆円まで拡大・AI人材プールの積極的拡大

12億円

・EC・マーケティング分野製品開発

4億円

・医療・ヘルスケア分野製品開発

4億円

・IoT・スマートファクトリー分野製品開発

4億円

• マーケティングオートーメーション

• AIチャットBot 等

• 医療画像診断

• プレシジョンメディシン 等

• 異常検知

• 稼働監視

• オペレーション最適化 等



事業開発の積極的推進
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各重点分野におけるリーディングカンパニーとの資本業務提携

(新規発行および既存株移動）を積極的に推進します

IoT

ヘルスケア

マーケティング



918 959 812 850

既存事業 新規
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2020年

中期成長戦略

166 33 348

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

売上

営業利益

単位：百万円

パートナー戦略と自社製品からの収益で大きく成長

107

今期は先行投資
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事業等のリスク

 本発表において提供される資料及び情報は、いわゆる「見通し情報（forward-looking- statements）」
を含みます。将来の見通しに関する記述は、現在入手可能な情報に基づく当社または当社の経営陣の
仮定及び判断に基づくものであり、既知または未知のリスク及び不確実性が内在しています。
また、今後の当社事業を取り巻く経営環境の変化、市場の動向、その他様々な要因により、
これらの記述または仮定は、将来実現しない可能性があります。

 これらリスクや不確実性には、一般的な業界並びに市場の状況、金利、通貨為替変動等、
一般的な国内及び国際的な経済状況が含まれます。

 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」

の更新・修正を行う義務を負うものではありません。

※お問合せ先

株式会社ALBERT 経営管理部

〒163-0515 東京都新宿区西新宿1-26-2 新宿野村ビル15F

TEL：03-5909-7510（代表） URL：http://www.albert2005.co.jp/
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分析力をコアとするデータソリューションカンパニー


